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企
画
展

「
津
波
を
越
え
て
生
き
る

―
大
槌
町
の
奮
闘
の
記
録
」

岩
手
県
大
槌
町
の
被
災
前
の
文
化
を
紹
介
す
る
と
同

時
に
、
被
災
直
後
の
人
び
と
の
行
動
や
復
旧
の
試
み

を
展
示
の
形
で
た
ど
り
ま
す
。
将
来
起
こ
り
う
る
大

規
模
災
害
に
対
す
る
備
え
の
必
要
性
を
示
し
、
災
害

を
乗
り
越
え
て
過
去
か
ら
未
来
へ
と
文
化
や
伝
統
を

つ
な
ぐ
こ
と
の
意
義
を
考
え
ま
す
。

会
期
　
2
0
1
7
年
1
月
19
日（
木
）〜
4
月
11
日（
火
）

会
場
　
本
館
企
画
展
示
場

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

ト
ン
コ
リ
×
ウ
ポ
ポ

―
ア
イ
ヌ
音
楽
ラ
イ
ブ 

b
y  

O
K
I
／
M
A
R
E
W
R
E
W

日
時
　
2
0
1
7
年
1
月
29
日（
日
） 

　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分（
13
時
20
分
開
場
）

会
場
　
本
館
講
堂（
定
員
4
5
0
名
）

出
演
　
O
K
I（
オ
キ
）

　
　
　
M
A
R
E
W
R
E
W（
マ
レ
ウ
レ
ウ
）

司
会
　
齋
藤
玲
子（
本
館 

准
教
授
）

※
要
事
前
申
込
、
参
加
無
料（
要
展
示
観
覧
券
）

ア
イ
ヌ･

ア
ー
ト
に
ふ
れ
る
日
〜
木
彫
の
可
能
性
〜

日
時
　
2
0
1
7
年
2
月
4
日（
土
）、
5
日（
日
）

　
　
　
11
時
〜
16
時

会
場
　
本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

作
家
　
貝
澤 

徹（
木
彫
家
／
北
の
工
房 

つ
と
む
）

　
　
　
藤
戸
康
平（
木
彫
家
／
熊
の
家
・
藤
戸
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

展
示
場
ク
イ
ズ「
み
ん
ぱ
Ｑ
」

ア
イ
ヌ
の
文
化
編

12
月
15
日（
木
）〜
2
0
1
7
年
1
月
24
日（
火
）

み
ん
ぱ
く
映
画
会

第
35
回
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
パ
レ
ー
ド
へ
よ
う
こ
そ
」

1
9
8
4
年
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
の
イ
ギ
リ
ス
を
舞
台

に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢
行
す
る
炭
坑
労
働
者
と
、
彼
ら

を
支
援
す
る
ゲ
イ
グ
ル
ー
プ
が
、
理
解
し
あ
い
結
束

す
る
ま
で
を
描
い
た
イ
ギ
リ
ス
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
4
日（
日
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分（
13
時
開
場
）

会
場
　
本
館
講
堂（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料（
要
展
示
観
覧
券
）

※
入
場
整
理
券
を
当
日
11
時
か
ら
本
館
2
階
観
覧

券
売
場
に
て
配
布

連
続
講
座

「
み
ん
ぱ
く
×
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

―
展
示

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
惑

―
新
し
い
み
ん
ぱ
く

の
展
示
が
で
き
る
ま
で
」

本
館
の
研
究
者
が
、
展
示
と
い
う
作
業
の
醍
醐
味
と

年
末
年
始
展
示
イ
ベ
ン
ト「
と
り
」

2
0
1
7
年
の
干
支
を
テ
ー
マ
に
、
み
ん
ぱ
く
所
蔵

の
資
料
や
写
真
を
展
示
し
、
世
界
各
地
の「
と
り
」を

紹
介
し
ま
す
。

会
期
　
12
月
8
日（
木
）〜
2
0
1
7
年
1
月
24
日（
火
）

会
場
　
本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
み
ん
ぱ
く
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
！
」

マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
展
示
場
に
い
る「
と
り
」を
探
し
ま

す
。
マ
ッ
プ
に
掲
載
の
ク
イ
ズ
に
解
答
さ
れ
た
方
に

は
、
参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

日
時
　
2
0
1
7
年
1
月
9
日（
月
・
祝
）

　
　
　
10
時
〜
17
時（
16
時
受
付
終
了
）

受
付
場
所
　
本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

会
場
　
本
館
展
示
場

※
当
日
随
時
受
付
、
先
着
3
5
0
名
、
参
加
無
料（
当

日
は
無
料
観
覧
日
で
す
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
2
0
1
7
年
1
月
9
日（
月
・
祝
）

　
　
　
①
11
時
〜
11
時
30
分
　

　
　
　
②
14
時
30
分
〜
15
時

会
場
　
本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

講
師
　
卯
田
宗
平（
本
館 

准
教
授
）

※
申
込
不
要
、参
加
無
料（
当
日
は
無
料
観
覧
日
で
す
）

ア
イ
ヌ
展
示
チ
ア
シ
リ
カ
ラ
！
（
ア
イ
ヌ
の
展
示
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
）

―
冬
の
み
ん
ぱ
く

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
7

工
芸
、
音
楽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
伝
統
を
ベ
ー

ス
に
し
つ
つ
新
し
い
ア
イ
ヌ
文
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る

人
び
と
の
姿
を
、
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
紹
介
し
ま
す
。

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

新「
ア
イ
ヌ
の
文
化
」
展
示
関
連
講
演
会

2
0
1
6
年
6
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
イ
ヌ
の
文

化
展
示
で
は「
現
代
、
そ
し
て
未
来
」と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
、

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
あ
ら
た
な
文
化
を
創
造
す
る
姿
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
本
講
演
会
で
は
新
し
く
な
っ
た
展
示
の
見
ど
こ
ろ
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
関
西
・
関
東
で
ア
イ
ヌ
文
化
の
普
及
･
継

承
活
動
に
携
わ
る
お
二
人
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
、
近
年
の
取
り
組

み
と
そ
れ
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
4
6
2
回
友
の
会
講
演
会（
大
阪
）

2
0
1
7
年
1
月
7
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

ア
イ
ヌ
文
化
を
楽
し
く
学
ぶ

―
関
西
で
の
活
動
を
例
に

ゲ
ス
ト
　
藤
戸
ひ
ろ
子（
ミ
ナ
ミ
ナ
の
会
代
表
）

講
師
　
齋
藤
玲
子（
本
館 

准
教
授
）

大
阪
を
拠
点
に
展
開
す
る
、
手
仕
事
や
芸
能
な
ど「
体
験
」を
重
視

し
た
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

会
場
　
本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
　

※
当
日
受
付
、
会
員
証
提
示（
会
員
外
5
0
0
円
）

第
1
1
6
回
東
京
講
演
会

2
0
1
7
年
1
月
9
日（
月
・
祝
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

「
ア
イ
ヌ
・
ア
ー
ト
」
を
も
っ
と
身
近
に

―
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
踊
り
ま
で

ゲ
ス
ト
　
小
笠
原
小
夜（
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
職
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

講
師
　
齋
藤
玲
子（
本
館 

准
教
授
）

伝
統
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
あ
ら
た
な
表
現
方
法
に
挑
戦
す
る
、
作
家

／
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

会
場
　
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
定
員
60
名
）

※
要
事
前
申
込
、
無
料﹇
会
員
は
会
員
証
提
示
﹈

●
両
講
演
会
と
も
終
了
後
、解
説
付
き
の
見
学
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

第
4
6
3
回
友
の
会
講
演
会（
大
阪
）

2
0
1
7
年
2
月
4
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

【
現
代
中
東
地
域
研
究
推
進
事
業
拠
点
設
置
関
連
】

世
界
各
地
の
イ
ス
ラ
ー
ム

―
み
ん
ぱ
く
で
そ
の
広
が
り
を
考
え
る

講
師
　
山
中
由
里
子（
本
館 

准
教
授
）

会
場
　
本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

※
当
日
受
付
、
会
員
証
提
示（
会
員
外
5
0
0
円
）

●
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

巡
回
展「
ワ
ン
ロ
ー
ド

―
現
代
ア
ボ
リ
ジ
ニ・
ア
ー
ト
の
世
界
」

会
期
　 

2
0
1
7
年
1
月
9
日（
月
・
祝
）ま
で

主
催
　 

市
原
湖
畔
美
術
館（
指
定
管
理
者
：
株

式
会
社
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

会
場
　
市
原
湖
畔
美
術
館

魅
力
に
つ
い
て
お
話
し
し
、
展
示
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
世
界
へ
誘
い
ま
す（
全
7
回
）。

時
間
　
19
時
〜
20
時
30
分

会
場
　
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
北
館
1
階

　
　
　
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル「
カ
フ
ェ
ラ
ボ
」

※
要
事
前
申
込
、
参
加
費
5
0
0
円（
1
ド
リ
ン
ク

付
き
）、
定
員
各
回
50
名

主
催
　
国
立
民
族
学
博
物
館
　

　
　
　
一
般
社
団
法
人
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

12
月
8
日（
木
）

展
示
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
惑

―
新
し
い
ア
イ
ヌ
の
文
化
展
示
が
で
き
る
ま
で

講
師
　
齋
藤
玲
子（
本
館 

准
教
授
）

12
月
21
日（
水
）

展
示
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
惑

―
新
し
い
日
本
の
文
化
展
示
が
で
き
る
ま
で

講
師
　
日
髙
真
吾（
本
館 

准
教
授
）

お
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

0
6
・
6
3
7
2
・
6
5
3
0

●
休
館
日
、
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
は
12
月
28
日（
水
）〜
1
月
4
日（
水
）ま
で

休
館
し
ま
す
。
1
月
9
日（
月
・
祝
）成
人
の
日
は
本

館
展
示
を
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
自

然
文
化
園（
有
料
区
域
）を
通
行
さ
れ
る
場
合
、
入
園

料
が
必
要
で
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜
17

時（
土
日
祝
を
除
く
）で
す
。

刊行物紹介

■園田直子 編

New Horizons for Asian Museums and 
Museology　邦題：アジアにおける博物館・

博物館学の新しい展開
Springer Singapore
本書では、日本、タイ、ミャン
マー、モンゴルなどの事例から、
それぞれの歴史的・社会的・
文化的背景のもとに発展し、成
熟するアジアの博物館の「い
ま」を明らかにする。海外に向

けた発信が少なかったアジアの博物館・博物館学の
現状をひろく紹介することで、博物館研究に新たな切
り口をひらく。

■陳天璽、大西広之、小森宏美、佐々木てる 編著
『パスポート学』
北海道大学出版会　3,200円 （税抜）

本邦初、「パスポート」について
とことん追究する書。日本から
の出国者はみな、パスポートな
いしそれに代わるものを使っ
て国外に出て、帰国時にも同
様の手続きを行う。それはも
はや日常的な風景かもしれな
いが、なぜそうした手続きが

必要なのか、そして国を出入りすることにはどんな意
味があるのか。本書はこの根本的な問いに答え、パス
ポートについて体系的に考える手がかりを提供する。

■西尾哲夫、水野信男 編著
『中東世界の音楽文化―うまれか
わる伝統』　スタイルノート　3,600円（税抜）

イスラム文化圏に属する
中東世界は人類最古の文
明発祥地をかかえ、世界の
音楽文化の根源と基底を
かたちづくってきた。
本書では、「繋ぐ」、「継ぐ」、
「紡ぐ」、「創る」という４つ
のキーワードから、音楽文

化が、中東と西洋を舞台に互いに越境しあい、縦横
に行き来し、展開し、深化しつづけている実態を分
析し論じている。

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時（
13
時
開
場
）

会
場
　
本
館
講
堂
　

定
員
　
4
5
0
名（
当
日
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
展
示
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

第
4
6
3
回
　
12
月
17
日（
土
）

ア
イ
ヌ
語
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
そ
し
て
、
ど
こ
へ
行
く

の
か
。

講
師
　
中
川
裕（
千
葉
大
学 

教
授
）

　
　
　
齋
藤
玲
子（
本
館 

准
教
授
）

ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
の
歴
史
的
な

関
係
や
、
ど
の
言
語
と
似
て
い
る
の

か
な
ど
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と

も
に
、
現
在
の
保
存
・
継
承
の
取
り

組
み
や
将
来
へ
の
展
望
を
お
話
し

し
ま
す
。
新
展
示
で
見
る
・
聞
く
こ

と
の
で
き
る
ア
イ
ヌ
語
も
紹
介
し

ま
す
。

※
当
日
11
時
30
分
〜
12
時
、
ア
イ
ヌ
の
文
化
展
示
場
案
内
を
開

催（
要
展
示
観
覧
券
） 千葉大学のウェブサイトで公開

中のアイヌ語教材

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

研
究
者
と
話
そ
う

本
館
の
研
究
者
が「
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
」「
調
査
し
て
い
る
地

域（
国
）の
最
新
情
報
」「
み
ん
ぱ
く
の
展
示
資
料
」に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
お
話
し
し
ま
す
。

12
月
11
日（
日
） 

14
時
30
分
〜
15
時
　
本
館
第
3
セ
ミ
ナ
ー
室

民
族
音
楽
学
の
考
え
方

話
者
　
寺
田
𠮷
孝（
本
館 

教
授
）

12
月
18
日（
日
） 

14
時
30
分
〜
15
時
15
分

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
↓
ア
イ
ヌ
の
文
化
展
示
場

先
住
民
ア
ー
ト

―
ア
イ
ヌ
と
カ
ナ
ダ
先
住
民
の
比
較

話
者
　
岸
上
伸
啓（
本
館 

教
授
）

12
月
25
日（
日
） 

14
時
30
分
〜
15
時
15
分
　

本
館
第
3
セ
ミ
ナ
ー
室

み
ん
ぱ
く
の
資
料
を
あ
つ
め
て
み
よ
う
―
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

活
用
し
た
仮
想
展
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孔雀舞衣装（中国）

大槌まつりの手踊り隊
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